
１
－
は
じ
め
に

　
　
「
9
0
年
代
に
入
る
と
、
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
へ
の
関
心
が
大
い
に
高
ま
っ
た
。
世
界
中
の
経
営

学
者
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
専
門
家
は
、
今
日
活
躍

し
て
い
る
企
業
に
対
し
、
知
識
創
造
と
い
う
概
念
を

企
業
の
競
争
優
位
の
源
泉
と
し
て
捉
え
る
こ
と
、
現

在
増
え
つ
つ
あ
る
ナ
レ
ッ
ジ
・
ワ
ー
カ
ー
の
ニ
ー
ズ

を
重
要
視
す
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
知
識
経
済
下
で

誕
生
す
る
数
多
く
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
学
習
環

境
を
作
る
こ
と
を
熱
心
に
す
す
め
て
い
る
」
（
注
１
）
。

　
以
上
は
文
献
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
私
か
１
年

間
の
企
業
派
遣
研
修
を
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
（
以
下

「
ド
コ
モ
」
と
い
う
。
）
法
人
営
業
本
部
に
お
い
て
も
、

潮
田
邦
夫
取
締
役
法
人
営
業
本
部
長
（
当
時
）
の
強

力
な
り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
知
識
創
造
を
経
営
戦

略
の
柱
に
置
い
た
組
織
的
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い

た
。
私
は
そ
う
し
た
環
境
で
法
人
営
業
の
仕
事
に
携

わ
り
な
が
ら
、
研
修
課
題
に
”
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
”
を
設
定
し
、
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
に
お

け
る
取
組
み
の
理
論
的
背
景
及
び
実
践
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
本
稿
で
は
、
潮
田
氏
が
展
開
し
て
い
る
実
践

的
な
面
に
重
点
を
当
て
て
報
告
を
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
背
景
に
あ
る
知
識
創
造
理
論
と
の
関
係
を
分
析

す
る
。

　
最
後
に
、
本
市
で
の
ナ
レ
ッ
ジ
・
了
不
ジ
メ
ン
ト

の
導
入
に
向
け
た
い
く
つ
か
の
提
案
を
行
っ
て
み
た

い
。２

－
知
識
創
造
の
理
論
的
背
景

　
こ
こ
で
は
、
組
織
的
知
識
創
造
の
理
論
に
つ
い
て

一
橋
大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研
究
科
野
中
郁
次

郎
教
授
の
理
論
を
基
に
紹
介
を
し
て
い
く
（
注
２
）
。

野
中
教
授
に
よ
る
と
、
知
識
に
は
暗
黙
知
と
形
式
知

が
存
在
し
、
知
識
は
そ
の
社
会
的
相
互
作
用
を
通
じ

て
創
造
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
互
循
環
を
知
識
変

換
と
呼
び
、
四
つ
の
知
識
変
換
モ
ー
ド
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。
組
織
の
知
は
、
こ
の
四
つ
の
モ
ー
ド
を
め

ぐ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ス
パ
イ
ラ
ル
に
よ
っ
て
創
ら

れ
、
こ
の
組
織
的
知
識
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
・
モ
デ
ル

を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
モ
デ
ル
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
知
識
創

造
に
は
「
場
」
と
い
う
概
念
が
存
在
し
（
注
３
）
、

「
場
」
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
を
駆
動
さ
せ
る
た
め

の
基
盤
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
を
提
供
す
る
。

　
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
そ
の
概

要
を
説
明
す
る
。

①
－
暗
黙
知
と
形
式
知

　
ま
ず
、
知
識
の
定
義
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
哲

学
で
知
識
と
は
「
正
当
化
さ
れ
た
真
な
る
信
念
」
と

定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
詳
述
し
な
い
が
、

特
集
・
自
治
体
の
政
策
研
究
⑥
横
浜
市
職
員
の
調
査
・
研
究

重
要
な
こ
と
は
、
客
観
的
、
普
遍
的
と
捉
え
が
ち
な

知
識
は
、
実
は
主
観
的
な
信
念
や
思
い
と
い
っ
た
要

素
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

野
中
教
授
の
最
近
の
定
義
に
よ
る
と
、
知
識
は
「
個

人
の
信
念
や
ス
キ
ル
を
”
真
実
”
に
向
か
っ
て
正
当

化
す
る
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
人
間
的
な
プ
ロ
セ
ス
」

と
表
現
さ
れ
て
い
て
（
注
４
）
、
そ
こ
に
動
的
な
プ

ロ
セ
ス
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　
知
識
に
は
暗
黙
知
と
形
式
知
の
二
種
類
が
あ
る
。

暗
黙
知
と
は
、
言
語
・
文
章
で
表
現
す
る
の
が
難
し

い
主
観
的
・
身
体
的
な
知
の
こ
と
で
あ
り
、
経
験
の

反
復
に
よ
っ
て
体
化
さ
れ
る
思
考
ス
キ
ル
（
思
い
、

メ
ン
タ
ル
・
モ
デ
ル
）
や
行
動
ス
キ
ル
（
熟
練
、
ノ

ウ
ハ
ウ
）
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
の
形
式
知
と

は
、
言
語
・
文
章
で
表
現
で
き
る
客
観
的
・
理
性
的

な
知
の
こ
と
で
あ
り
、
特
定
の
文
脈
に
依
存
し
な
い

概
念
や
論
理
（
理
論
、
問
題
解
決
手
法
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
）
を
意
味
し
て
い
る
。
人
間
の

創
造
的
活
動
に
お
い
て
は
、
両
者
の
相
互
作
用
が
重

要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

②
－
知
識
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
ー
モ
デ
ル
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ

　
　
モ
デ
ル
）

　
野
中
教
授
の
提
唱
す
る
暗
黙
知
と
形
式
知
の
知
識

変
換
ス
パ
イ
ラ
ル
は
、
図
－
１
で
示
さ
れ
る
四
つ
の

モ
ー
ド
か
ら
形
成
さ
れ
る
。

１
－
は
じ
め
に

２
－
知
識
創
造
の
理
論
的
背
景

３
－
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
に
お
け
る
ナ
レ

　
　
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

４
－
横
浜
市
役
所
へ
の
提
案

５
－
お
わ
り
に

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
（
注
）
に
示
す

文
献
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
注
１
）
ゲ
オ
ル
ク
ー
フ
ォ
ン
ー
ク
ロ
ー
、
一
條
和

生
、
野
中
郁
次
郎
著
　
『
ナ
レ
ッ
ジ
ー
イ
ネ
ー
ブ
リ

ン
グ
』
　
東
洋
経
済
新
報
社
　
2
0
0
1
　
か
ら
の

引
用
。

（
注
２
）
野
中
郁
次
郎
、
竹
内
弘
高
著
　
梅
本
勝
博

訳
　
『
知
識
創
造
企
業
』
　
東
洋
経
済
新
報
社
　
1

9
9
6
　
を
参
照
し
た
。
ま
た
以
下
の
論
文
も
参
考

に
し
て
い
る
。
　
野
中
郁
次
郎
、
梅
本
勝
博
　
『
知

識
管
理
か
ら
知
識
経
営
ヘ
ー
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
最
新
動
向
－
』
　
2
0
0
1

（
注
３
）
「
場
」
に
は
、
オ
フ
ィ
ス
の
よ
う
な
物
理
的

な
空
間
、
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
仮
想
的
な
空
間
、
さ
ら
に

は
共
有
さ
れ
た
体
験
と
い
っ
た
心
理
的
な
空
間
な
ど

が
あ
る
。
「
場
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
野
中
郁
次

郎
、
紺
野
登
著
　
『
知
識
経
営
の
す
す
め
』
　
ち
く

ま
新
書
　
1
9
9
9
　
を
参
照
。

（
注
４
）
2
0
0
2
年
４
月
３
日
に
野
中
郁
次
郎
氏

が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
で
行
っ
た
講
演
に

基
づ
く
。
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⑥
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
に
お
け
る
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

■
平
木
浩
司



　
ま
ず
、
第
一
の
モ
ー
ド
は
共
同
化
で
あ
り
、
個
々

人
の
暗
黙
知
を
共
通
体
験
を
通
じ
て
互
い
に
共
感
し

あ
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
暗
黙
知
か
ら
新

た
に
暗
黙
知
を
得
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
え
る
。

　
二
番
目
は
表
出
化
で
あ
り
、
共
通
の
暗
黙
知
か
ら

明
示
的
な
言
葉
や
図
で
表
現
さ
れ
た
形
式
知
を
創
造

す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
暗
黙
知
が
メ

タ
フ
ァ
ー
（
隠
喩
）
、
ア
ナ
ロ
ジ
ー
（
類
推
）
、
コ
ン

セ
プ
ト
な
ど
の
形
を
と
り
な
が
ら
し
だ
い
に
形
式
知

と
し
て
明
示
的
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
点
で
、
知
識

創
造
プ
ロ
セ
ス
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
三
番
目
は
連
結
化
で
あ
り
、
既
存
の
形
式
知
と
新

し
い
形
式
知
を
組
み
合
わ
せ
て
体
系
的
な
形
式
知
を

創
造
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
形
式
知
の

移
転
や
共
有
に
Ｉ
Ｔ
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
。

　
最
後
は
内
面
化
で
あ
り
、
体
系
化
さ
れ
た
形
式
知

を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
に
付
け
暗

黙
知
と
し
て
体
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
個
々
人

の
体
験
が
共
同
化
、
表
出
化
、
連
結
化
を
通
じ
て
、

こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
再
び
メ
ン
タ
ル
ー
モ
デ
ル
や
技
術

的
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
う
形
で
暗
黙
知
と
な
り
、
新
た
な

知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

　
組
織
の
知
識
は
、
こ
の
四
つ
の
モ
ー
ド
を
め
ぐ
る

ス
パ
イ
ラ
ル
に
よ
っ
て
創
ら
れ
る
。
こ
の
組
織
的
知

識
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
ー
モ
デ
ル
は
、
四
つ
の
モ
ー
ド

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
と
っ
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
（
セ
キ
）
モ
デ

ル
と
呼
ば
れ
、
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎

理
論
と
し
て
、
世
界
中
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
「
場
」
と
い
う

概
念
が
あ
り
、
共
同
化
、
表
出
化
、
連
結
化
、
内
面

化
に
対
応
し
た
創
発
場
、
対
話
場
、
シ
ス
テ
ム
場
、

実
践
場
の
四
つ
の
場
が
あ
る
。
特
に
、
共
同
化
に
対

応
し
た
創
発
場
は
、
顧
客
と
の
接
触
、
休
憩
室
な
ど

で
の
雑
談
の
よ
う
な
直
接
対
面
の
相
互
作
用
で
特
徴

づ
け
ら
れ
、
そ
れ
は
経
験
、
思
い
な
ど
の
暗
黙
知
を

共
有
す
る
場
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
場
は
、
個
人
が

知
識
変
換
の
各
モ
ー
ド
に
参
加
し
、
知
識
ス
パ
イ
ラ

ル
を
回
す
と
き
の
基
盤
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。

３

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
に
お
け
る

ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

　
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
は
、
主
に
関
東
甲
信
越
エ

リ
ア
の
法
人
に
対
し
て
、
携
帯
端
末
の
活
用
に
よ
り

業
務
の
効
率
化
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を

目
指
し
た
モ
バ
イ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
営
業
を

行
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
法
人
市
場
の
新
規

開
拓
、
新
た
な
モ
バ
イ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造

と
い
っ
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
ナ
レ
ッ
ジ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
法
人
営
業
力
の
強
化
を
基
本
方

針
の
柱
の
一
つ
に
掲
げ
、
組
織
的
な
取
組
み
を
実
践

し
て
い
る
。

　
以
下
、
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
で
の
取
組
み
を
、

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
知
識
創
造
、
オ
フ
ィ
ス
に

よ
る
知
識
創
造
に
分
け
て
、
社
員
と
し
て
の
実
体
験

を
基
に
報
告
を
し
て
い
く
。

①
ト
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
知
識
創
造
（
個
人
ホ
ー

　
　
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
「
Ｈ
Ｐ
」
）
の
活
用
）

　
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
に
配
属
さ
れ
た
社
員
は
、

ま
ず
パ
ソ
コ
ン
と
携
帯
電
話
と
個
人
用
ロ
ッ
カ
ー
を

与
え
ら
れ
る
。
最
初
の
仕
事
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
設
定

作
業
と
個
人
Ｈ
Ｐ
の
開
設
（
図
－
２
）
で
あ
る
。
始

め
に
パ
ソ
コ
ン
の
初
期
設
定
を
行
い
、
イ
ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
情
報
シ
ス
テ
ム
部
が
管

理
す
る
全
社
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が

表
示
さ
れ
る
。
こ
の
ぺ
ー
ン
か
ら
社
員
録
、
シ
ス
テ

ム
紹
介
な
ど
の
ペ
ー
ジ
が
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
て
、
そ

こ
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、
新
規
配
属
者
は
組
織
に
慣

れ
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
自
分
一
人
で
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
ぺ
九
ン
か
ら
各
部

門
の
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
法
人
営
業
本
部
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
環
境
で
は
、

本
部
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
や
本
部

長
メ
ッ
セ
ー
ン
の
ペ
ー
ジ
の
他
に
、
本
部
内
の
各
部

門
Ｈ
Ｐ
へ
も
リ
ン
ク
が
張
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

下
部
組
織
で
あ
る
第
一
法
人
営
業
部
や
さ
ら
に
そ
の

下
の
公
共
担
当
と
い
っ
た
部
や
担
当
ご
と
の
部
門
Ｈ

Ｐ
を
作
成
し
て
い
て
、
各
部
門
か
ら
の
情
報
発
信
も

行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
最
下
層
に
社
員
の
個

人
Ｈ
Ｐ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
個
人
レ
ベ
ル
で

の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
個
人
Ｈ
Ｐ
の
作
成
は
、
本
部
の
全
社
員
が
行
う
が
、

Ｈ
Ｐ
作
成
ス
キ
ル
に
は
個
人
差
が
あ
る
た
め
、
初
心

者
用
と
し
て
部
門
Ｈ
Ｐ
か
ら
Ｈ
Ｐ
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル

へ
の
リ
ン
ク
が
張
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
共
有
フ
ァ

イ
ル
と
し
て
Ｈ
Ｐ
の
雛
形
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
こ

の
雛
形
と
Ｈ
Ｐ
作
成
ソ
フ
ト
を
利
用
す
れ
ば
、
ワ
ー

プ
ロ
感
覚
で
自
分
の
Ｈ
Ｐ
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｈ
Ｐ
作
成
の
経
験
が
な
い

社
員
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
こ
と
が
、
全
員
参

加
へ
の
必
要
条
件
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
個
人
Ｈ
Ｐ
は
「
自
己
紹
介
」
、
「
経
歴
」
、
「
趣
味
」
、

「
書
庫
」
と
呼
ば
れ
る
ペ
ー
ジ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

し
か
し
、
人
に
よ
っ
て
は
様
々
な
情
報
へ
の
リ
ン
ク

を
作
成
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
構
成
は
比
較

的
自
由
度
が
高
い
と
い
え
る
。

　
　
「
自
己
紹
介
」
は
、
Ｈ
Ｐ
作
成
者
の
出
身
地
や
特

技
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
載
せ
た

図―１　SECIモデル図―2　個人ホームページ
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ペ
ー
ジ
で
、
潮
田
氏
は
、
「
他
の
誰
に
も
負
け
な
い

知
識
は
自
分
に
関
す
る
知
識
で
あ
り
、
ま
ず
自
己
紹

介
の
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
（
注
５
）
。

　
　
「
経
歴
」
に
は
、
個
人
の
業
務
経
歴
に
関
す
る
情

報
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
で
、

そ
の
人
の
得
意
分
野
を
知
っ
た
り
、
共
通
の
話
題
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
。

　
　
「
趣
味
」
は
、
自
分
の
趣
味
や
家
族
の
こ
と
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
、
初
対
面
の
人
と
の
話
の
き
っ
か

け
を
作
る
た
め
の
情
報
を
提
供
し
、
人
と
人
を
結
び

つ
け
る
意
味
で
貴
重
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
　
「
書
庫
」
は
、
自
分
か
仕
事
で
作
成
し
た
書
類
へ

の
リ
ン
ク
集
で
あ
り
、
提
案
書
や
報
告
書
な
ど
が
他

の
社
員
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ぺ
ー
ジ
を
通
じ

て
業
務
と
個
人
と
が
結
び
つ
き
、
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
間
の
情
報
共
有
に
も
貢
献
す
る
。
他
の
社
員
が

書
庫
か
ら
情
報
を
得
た
と
き
に
、
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
本
人
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
後

で
述
べ
る
"
K
n
o
w
　
W
h
o
”
と
い
う
概
念
に
も
繋
が

る
。

　
個
人
Ｈ
Ｐ
は
、
個
人
の
情
報
発
信
の
場
で
あ
り
、

そ
の
人
の
情
報
を
知
る
た
め
の
入
り
口
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
私
は
個
人
Ｈ
Ｐ
を
「
仮
想
空
間
の
中
の
”
私
”

－
実
空
間
で
の
交
流
の
ポ
ー
タ
ル
」
と
分
析
し
て
い

る
。
つ
ま
り
個
人
Ｈ
Ｐ
は
、
知
識
創
造
の
た
め
の
シ

ス
テ
ム
場
と
し
て
機
能
し
、
形
式
知
の
共
有
や
結
合

を
促
進
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
暗
黙
知
の
共
有

の
た
め
の
創
発
場
を
形
成
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
も

有
効
に
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
営
業

担
当
と
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
チ
ー
ム
を
組
む
場

合
、
ま
ず
個
人
Ｈ
Ｐ
で
相
手
の
人
と
な
り
を
知
り
、

そ
れ
か
ら
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
進
ん

で
い
く
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
個
人
Ｈ
Ｐ
に
は
"
K
n
o
w

W
h
o
s
と
い
う

概
念
が
あ
る
こ
と
を
潮
田
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
（
注
６
）
。
「
今
ま
で
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
い
わ
ゆ
る
ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
会
話
を
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
情
報
を
手

に
入
れ
た
。
そ
れ
が
個
人
Ｈ
Ｐ
に
よ
り
、
そ
の
人
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
今
ま
で
は
ノ

ウ
ハ
ウ
が
大
事
で
あ
っ
た
が
、
”
K
n
o
w

W
h
o
”
と
い

う
概
念
も
出
て
く
る
。
詳
し
い
こ
と
は
そ
の
人
に
聴

か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
誰
に
聴
け
ば
良
い
か
が

分
か
ら
な
い
と
知
識
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
誰
が
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
て
、
誰
に

聴
け
ば
良
い
の
か
と
い
う
情
報
が
、
社
内
で
共
有
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
こ
の
考
え
は
ま
さ

に
、
「
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
究
極
に
は
人

間
が
あ
る
」
と
い
う
野
中
教
授
の
言
葉
（
注
７
）
と

一
致
し
て
い
る
。
本
部
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
各
ペ
ー

ジ
に
は
そ
の
ペ
ー
ジ
の
作
成
者
が
明
記
さ
れ
、
そ
の

人
の
個
人
Ｈ
Ｐ
へ
の
リ
ン
ク
が
張
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
業
務

を
通
し
た
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
の
工
夫
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
で
は
、
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
先
進
的
な
ナ
レ
ッ
ジ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
を
実
践
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
知
識
共
有
の
み
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、

実
空
間
で
の
人
の
交
流
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
知
識
創
造
へ
と
繋
げ
る
仕
組
み
な
の
で
あ
る
。

②
レ
オ
フ
ィ
ス
に
よ
る
知
識
創
造
（
モ
バ
イ
ル
オ
フ

　
　
ィ
ス
に
よ
る
知
の
交
流
）

特
集
・
自
治
体
の
政
策
研
究
⑥
横
浜
市
職
員
の
調
査
・
研
究

　
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
で
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴

的
な
取
組
み
は
、
モ
バ
イ
ル
オ
フ
ィ
ス
と
表
現
さ
れ

て
い
る
斬
新
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
空
間
で
あ

る
（
写
真
古
。
こ
の
オ
フ
ィ
ス
の
背
景
に
は
、
潮
田

氏
の
提
唱
し
て
い
る
”
C
r
e
a
t
i
o
n
b
y
C
r
o
s
s
C
u
l
t
u
r
e
"

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
存
在
し
て
い
る
。
潮
田
氏
に

よ
る
と
、
新
し
い
知
識
は
文
化
や
経
験
、
ス
キ
ル
、
知

識
な
ど
が
異
な
る
人
達
が
交
流
し
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
創
ら
れ
、
こ
の
ク
ロ
ス
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
起
こ
さ

せ
る
た
め
の
環
境
を
作
り
た
い
と
考
え
、
オ
フ
ィ
ス

環
境
を
整
え
た
の
で
あ
る
（
注
８
）
。
こ
の
"
C
r
e
a
t
i
o
n

b
y
　
C
r
o
s
s

C
u
l
t
u
r
e
"
こ
そ
が
、
潮
田
氏
が
知
識
創
造

の
基
本
と
し
て
考
え
て
い
る
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、

そ
れ
は
野
中
教
授
の
知
識
創
造
理
論
に
お
け
る
暗
黙

知
と
形
式
知
の
相
互
作
用
へ
と
発
展
し
て
い
く
ア
イ

デ
ア
な
の
で
あ
る
。
潮
田
氏
は
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
３
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
と
も
表
現
し
、
社
員

間
の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
て
い

る
。

　
以
下
、
本
部
オ
フ
ィ
ス
の
特
徴
的
な
４
タ
イ
プ
の

空
間
に
つ
い
て
紹
介
し
、
知
識
創
造
理
論
を
用
い
た

考
察
を
行
っ
て
い
く
。

　
オ
フ
ィ
ス
ゾ
ー
ン
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
行
う
と
き

の
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
個
人
の
席
を
固
定
し
な
い
の

が
特
徴
で
あ
る
（
注
９
）
。
社
員
は
出
社
す
る
と

「
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
書
類
ラ
ッ
ク
」
を
持
っ

て
、
自
分
が
座
る
席
を
決
め
る
。
こ
の
時
に
は
、
例

え
ば
情
報
共
有
を
図
る
た
め
に
同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
メ
ン
バ
ー
同
士
で
集
ま
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
顧
客

訪
問
の
た
め
午
後
か
ら
出
社
し
た
時
な
ど
は
、
普
段

は
近
く
に
座
ら
な
い
人
と
隣
に
な
り
、
思
い
が
け
な

い
出
会
い
も
生
じ
る
。
オ
フ
ィ
ス
ゾ
ー
ン
で
は
社
員

同
士
の
会
話
を
奨
励
し
て
お
り
、
頻
繁
に
打
合
せ
を

（
注
５
）
2
0
0
1
年
４
月
2
7
日
に
潮
田
邦
夫
氏
が

東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
で
行
っ
た
講
演
に
基
づ

（
注
６
）
潮
田
邦
夫
　
『
Ｎ
Ｔ
Ｔ
束
日
本
に
お
け
る

ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
』
　
日
本
ナ
レ

ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
　
2
0
0
0
　
か
ら
抜

粋
。

（
注
７
）
2
0
0
2
年
４
月
３
日
に
野
中
郁
次
郎
氏

が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
で
行
っ
た
講
演
に

基
づ
く
。

写真－1　モバイルオフィス
（
注
８
）
潮
田
邦
夫
　
『
Ｎ
Ｔ
Ｔ
来
日
本
に
お
け
る

ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
』
　
日
本
ナ
レ

ッ
ジ
・
了
不
ジ
メ
ン
ト
学
会
　
2
0
0
0
　
を
参

照
。

（
注
９
）
本
部
の
す
べ
て
の
部
署
で
実
施
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
第
一
法
人
営
業
部
、
第
二
法
人

営
業
部
、
第
三
法
人
営
業
部
の
営
業
担
当
、
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
対
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
基
本
的
な

考
え
の
一
つ
に
、
訪
問
な
ど
に
よ
り
離
席
率
が
高
い

社
員
が
不
在
時
に
、
オ
フ
ィ
ス
内
の
座
席
ス
ペ
ー
ス

を
効
率
的
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
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行
い
、
暗
黙
知
、
形
式
知
の
共
有
、
創
造
を
促
進
さ

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ゾ
ー
ン

は
創
発
場
や
対
話
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ゾ
ー
ン
は
、
主
に
社
内
の
打
合

せ
に
利
用
さ
れ
る
。
こ
こ
は
明
る
く
開
放
的
な
雰
囲

気
を
持
た
せ
る
た
め
に
窓
側
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、

大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
メ
ン

バ
ー
は
パ
ソ
コ
ン
を
接
続
し
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
見
な
が
ら
議
論
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。
こ
の
結
果
、
今
必
要
な
資
料
を
す

ぐ
に
参
照
で
き
、
メ
ン
バ
ー
間
の
対
話
が
活
発
に
な

る
と
と
も
に
、
ひ
と
つ
の
資
料
に
対
す
る
多
角
的
な

見
方
も
で
き
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
や
ア
イ
デ
ア
の

創
出
を
刺
激
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
ゾ
ー
ン
は
、
社
員
同
士
の
対
話
に
よ
り
コ

ン
セ
プ
ト
が
生
み
出
さ
れ
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
は
対
話
場
と
な
り
、
社
員
間
の

暗
黙
知
が
形
式
知
に
変
換
さ
れ
る
表
出
化
を
実
現
す

る
重
要
な
場
と
考
察
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
物
理
的

な
場
（
オ
フ
ィ
ス
空
間
）
と
仮
想
的
な
場
（
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
空
間
）
の
融
合
も
起
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
対
話
場
と
し
て
は
会
議
室

（
写
真
２
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
社
外
の
顧
客
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
交
え
た
打
合
せ

が
行
わ
れ
る
。
法
人
営
業
本
部
に
は
特
徴
的
な
会
議

室
が
６
部
屋
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
ン
セ
プ
ト
が
付

け
ら
れ
て
い
る
（
注
1
0
）
。
こ
の
会
議
室
を
利
用
す

る
と
き
に
は
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
意
識
し
打
合
せ

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
全
会
議
室
の
統
一
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
、
「
発
想
」
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
会
議
室
で
は
、
社
員
だ
け
で
は
な
く
顧
客

や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
「
異
質
の
知
」
が
加
わ
り
、
知
識

創
造
に
向
け
た
適
切
な
場
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　
３
タ
イ
プ
目
の
場
と
し
て
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
や
ド
リ
ン
ク
コ
ー

ナ
ー
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
名
の
通
り
社

員
が
休
憩
を
取
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
交
流
を
す

る
場
所
で
あ
り
、
異
な
る
担
当
の
社
員
同
士
が
接
す

る
機
会
を
提
供
す
る
。
こ
の
場
で
は
、
予
期
せ
ぬ
出

会
い
や
会
話
が
生
ま
れ
、
思
い
が
け
な
い
知
識
共
有

が
即
興
的
に
行
わ
れ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
知
識
創
造
オ
フ
ィ
ス
の
象
徴
的
な
場
所
と

し
て
、
各
部
の
中
央
に
は
知
の
交
流
の
広
場
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。
第
一
法
人
営
業
部
の
こ
の
場
所
は

「
知
の
森
」
と
呼
ば
れ
、
打
合
せ
ス
ペ
ー
ス
や
、
「
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ａ
づ
く
し
」
と
い
う
最
新
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
（
第
三

世
代
携
帯
電
話
）
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
展
示
し
た
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
社
員
、
顧
客
、
パ
ー
ト
ナ
ー

を
問
わ
ず
幅
広
い
交
流
が
図
ら
れ
て
い
る
（
写
真

３
）
。

　
知
の
森
は
、
潮
田
氏
の
想
い
が
具
現
化
し
た
空
間

で
あ
り
、
そ
こ
で
は
顧
客
知
、
社
員
の
集
知
（
衆
知
）
、

そ
し
て
最
新
の
技
術
知
が
融
合
し
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
明
確
な
ナ
レ
ッ
ジ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

の
下
で
、
適
切
な
知
識
の
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
、
知
の
森
に
は
数
多
く
の
来
客
が
訪
れ
て
お

り
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
づ
く
し
や
モ
バ
イ
ル
オ
フ
ィ
ス
か
ら
、

様
々
な
知
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ
取
り
、

社
員
と
ア
イ
デ
ア
の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
で
は
、
創

造
的
な
思
考
を
育
て
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
「
場
」

が
作
り
出
さ
れ
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
（
仮
想
空
間
＝

形
式
知
）
と
先
進
的
オ
フ
ィ
ス
（
実
空
間
＝
暗
黙
知
）

と
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
ナ
レ
ッ
ジ
・
了
不
ジ
メ

ン
ト
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
基
本
と

な
っ
て
い
る
の
が
「
人
の
交
流
」
で
あ
る
。
本
部
の

オ
フ
ィ
ス
は
見
渡
し
が
良
く
、
オ
ー
プ
ン
な
環
境
で

あ
り
、
誰
が
ど
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
か
が
分
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
オ
フ
ィ
ス
に
よ
り

物
理
的
な
壁
を
取
り
払
い
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
よ

り
情
報
の
壁
を
取
り
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
工
夫
で
「
場
」
に
価
値
を
持
た

せ
る
こ
と
に
よ
り
人
が
集
ま
り
、
人
が
集
ま
る
こ
と

に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ド
コ
モ
法
人
営
業
本
部
で
は
、

知
識
を
創
造
し
共
有
す
る
文
化
・
風
土
の
醸
成
が
図

ら
れ
て
い
て
、
そ
の
環
境
も
常
に
進
化
を
目
指
し
て

更
新
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
潮
田

氏
の
想
い
と
野
中
教
授
の
知
識
創
造
理
論
で
あ
る
。

４
－
横
浜
市
役
所
へ
の
提
案

　
以
上
を
踏
ま
え
、
本
市
で
の
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
き
、
い
く
つ
か
提
案
を
行
っ
て
み
た
い
。

①
－
提
案
１
‥
多
様
な
人
の
直
接
交
流
に
よ
る
暗
黙

　
　
知
の
共
有

　
知
識
は
人
間
同
士
の
交
流
に
よ
り
創
造
さ
れ
る
。

特
に
文
化
や
経
験
、
ス
キ
ル
な
ど
が
異
な
る
人
達
が

直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

知
識
創
造
に
は
暗
黙
知
の
活
用
が
不
可
欠
と
な
る
。

知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
は
、
各
人
の
持
つ
暗
黙
知
を
共

有
し
、
形
式
知
に
変
換
し
て
い
く
こ
と
か
ら
開
始
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

写真－2　会議室「宇宙」
（
注
1
0
）

（
１
）
会
議
室
「
空
」
　
…
・
広
い
視
野

（
２
）
会
議
室
「
雪
」
　
…
原
点
に
戻
る

（
３
）
会
議
室
「
太
陽
」
　
…
・
熱
い
情
熱

（
４
）
会
議
室
「
宇
宙
」
　
…
発
想
無
限

（
５
）
会
議
室
「
海
」
　
・
・
・
：
深
い
知
恵

（
６
）
会
議
室
「
山
」
　
…
…
高
い
理
想

写真－3　知の森
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よ
っ
て
第
一
の
提
案
は
、
新
し
い
知
識
の
創
造
に

向
け
て
、
所
属
や
職
種
を
越
え
た
職
員
間
の
フ
ェ
イ

ス
ー
ト
ウ
・
フ
ェ
イ
ス
の
直
接
交
流
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
本
市
で
も
、
平
成
1
4
年
７
月
か
ら

総
務
局
に
「
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
」
と
い
う
組
織
が
誕

生
し
、
市
役
所
の
構
造
改
革
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
オ
フ
サ
イ
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
開
催
さ
れ
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
（
写
真
４
）
。
こ

の
よ
う
な
取
組
み
が
全
庁
的
に
広
が
り
、
職
員
が
常

に
知
識
創
造
の
意
識
を
持
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
文
化
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
が
、
横
浜
市
の
知

識
経
営
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　
さ
ら
に
、
市
民
、
企
業
、
大
学
等
の
豊
か
な
暗
黙

知
、
形
式
知
を
活
用
し
て
知
識
創
造
活
動
を
行
う
た

め
に
も
、
市
役
所
内
外
を
含
め
た
広
範
囲
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
、
一
層

高
度
な
行
政
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ

る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
時
間
的
、
場
所
的
制

約
が
自
由
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
有
力
な
ツ
ー
ル
に

な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

②
－
提
案
２
‥
オ
ー
プ
ン
な
オ
フ
ィ
ス
環
境
の
構
築

　
知
識
創
造
の
実
現
を
目
指
し
、
人
と
人
が
交
流
す

る
た
め
に
は
、
物
理
的
、
心
理
的
な
壁
を
取
り
除
く

必
要
が
あ
る
。
本
市
で
は
、
庁
舎
の
構
造
的
な
制
約

は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
書
類
や
書
棚
で
組
織
間
、

職
員
間
の
壁
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
事
実
も
あ

る
。
こ
の
こ
と
が
、
お
互
い
の
課
題
や
問
題
点
の
共

有
を
妨
げ
、
結
果
的
に
縦
割
り
行
政
と
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
暗
黙
知

の
共
有
も
困
難
に
な
り
、
知
識
創
造
ス
パ
イ
ラ
ル
は

駆
動
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
第
二
の
提
案
と
し
て
は
、
オ
フ
ィ
ス
の
物
理
的
な

壁
が
、
職
員
間
の
心
理
的
な
壁
を
作
っ
て
し
ま
う
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
可
能
な
範
囲
で
オ
ー
プ
ン
な
オ

フ
ィ
ス
環
境
に
取
り
組
ん
で
み
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
知
識
と
り
わ
け
暗
黙
知
は
、
人
間
を
媒
介
と
し

て
し
か
伝
わ
ら
な
い
も
の
な
の
で
、
人
の
姿
や
動
き

が
見
え
る
環
境
が
、
組
織
的
な
知
識
の
共
有
、
創
造

へ
と
繋
げ
て
い
く
鍵
な
の
で
あ
る
。

③
－
提
案
３
‥
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
活
用
し
た
知
識
の
共

　
　
有
、
人
の
交
流
の
活
性
化

　
本
市
で
も
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
る
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

環
境
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

は
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
は
不
可
欠

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
三
の
提
案
と
し
て
、
庁
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
を
活
用
し
た
知
識
の
共
有
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
あ
げ
て
お
く
。

　
そ
の
実
践
と
し
て
は
、
各
課
ご
と
に
Ｈ
Ｐ
を
作
成

す
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。
こ
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
そ
の
課

の
業
務
や
メ
ン
バ
ー
紹
介
等
の
情
報
を
載
せ
、
個
人

Ｈ
Ｐ
を
持
っ
て
い
る
課
員
が
い
れ
ば
、
そ
の
ペ
ー
ジ

へ
の
リ
ン
ク
を
張
っ
て
お
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
仕
事

と
人
間
が
リ
ン
ク
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ド
コ

モ
法
人
営
業
本
部
に
お
け
る
K
n
o
w

W
h
o
の
概

念
を
実
現
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
に
関
す

る
能
力
を
個
々
人
が
内
面
化
す
る
場
を
提
供
す
る
の

で
あ
る
。

　
以
上
三
つ
の
提
案
を
ま
と
め
て
み
た
が
、
重
要
な

こ
と
は
、
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
知
識
の

創
造
・
共
有
に
対
す
る
全
職
員
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

（
献
身
的
態
度
）
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
一
方
で
、
実
践
面
で
は
、
”
で
き
る
人
が
で
き
る

こ
と
か
ら
や
る
‘
と
い
っ
た
自
由
で
自
律
的
な
側
面

特
集
・
自
治
体
の
政
策
研
究
⑥
横
浜
市
職
員
の
調
査
・
研
究

も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
野
中
教
授
は
最
近
の
論
文

の
中
で
、
知
識
創
造
企
業
の
核
能
力
と
し
て
。
綜
合

力
”
と
い
う
概
念
を
述
べ
て
い
る
（
注
1
1
）
。
こ
れ

は
、
統
制
と
自
律
、
効
率
性
と
創
造
性
、
暗
黙
知
と

形
式
知
と
い
っ
た
、
本
来
は
両
立
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
価
値
や
知
識
を
綜
合
す
る
能

力
の
こ
と
で
あ
る
。
本
市
で
も
多
様
で
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
提
供
し
て

い
く
た
め
に
は
、
創
造
性
と
効
率
性
の
綜
合
、
暗
黙

知
と
形
式
知
の
綜
合
、
Ｉ
Ｔ
空
間
と
実
空
間
の
綜
合

と
い
っ
た
綜
合
力
が
求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う

（
図
－
３
）
。

５
－
お
わ
り
に

　
私
は
、
ド
コ
モ
で
の
研
修
を
体
験
す
る
前
か
ら
、

ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
興
味
が
あ
っ
た
が
、

本
質
的
な
考
え
方
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
は
、
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
知
識
の
共
有
、
活
用
に

よ
る
効
率
的
な
組
織
運
営
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
研
修
で
学
ん
だ
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
は
、
新
し
い
知
識
の
創
造
に
基
づ
く
経
営
、

す
な
わ
ち
知
識
経
営
を
意
図
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

そ
の
主
役
は
Ｉ
Ｔ
で
は
な
く
人
な
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
市
に
お
け
る
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
実
践
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
解
釈
を
し
て
み

る
と
、
「
横
浜
市
役
所
と
い
う
組
織
が
、
様
々
な
方

法
に
よ
り
、
人
の
交
流
を
通
じ
て
知
識
を
創
造
し
共

有
す
る
文
化
・
風
土
を
醸
成
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
な

の
で
あ
る
」
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

Λ
市
民
局
地
域
振
興
部
事
業
課
シ
ス
テ
ム
整
備
等
担

当
係
長
∇

写真一4　オフサイドミーティング
（
注
1
1
）
野
中
郁
次
郎
　
『
綜
合
力
‥
知
識
ペ
ー
ス

企
業
の
コ
ア
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
イ
』
　
　
一
橋
ビ
ジ
ネ

ス
レ
ビ
ュ
ー
2
0
0
1
年
Ｗ
ｌ
Ｎ
。
4
9
巻
３
号

召
・
1
8
ｌ
3
1
　
2
0
0
1
　
を
参
照
。

図―3　横浜市役所におけるナレッジ・マネジメントの実践
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